








【要約】

  初産婦、経膣分娩、正常成熟新生児、などの selected case(n=19)を対象に、分娩後 8

時間の母児異室後、退院まで常時母児同室という体制で管理し、妊娠中、産褥 5日、産褥

一ヵ月の STAI の経時的変化を検討した。STAI の状態不安と特性不安はいずれも平均値が

時間の経過と共に有意に減少した。状態不安は5段階評価でも有意な減少を示した。減少

の程度は病院からの直接サポートが得られない退院後に大きかった。STAI の状態不安の

程度は育児不安の状態と関連性が高いことから、今回われわれの行った母児同室体制が退

院後の育児不安を有意に減少させると考えられた。


